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準天頂衛星システム計画の現状等について

日本付近で常に天頂方向に１機の衛星が見えるように複数の衛星を準天頂軌道に配置した衛星
システムにより、山間地、ビル陰等に影響されず、全国をほぼ１００％カバーする高精度の測位
サービスの提供を実現

準天頂衛星システム計画の推進体制と計画(案)

Ｈ１５ 研究開始

Ｈ１６～ 開発研究
Ｈ１８～ 開発
【宇宙開発委員会】
・H18.8   開発移行の審査・了承

（目標・目的・方針・体制）
・H18.11 具体的開発計画の審査・了承

◎離島・山間部を含め、広く日本全体を対象とした測位サービスの提供

◎ＧＰＳの情報を補完・補強＊することによる高精度測位を実現
＊補完（測位補完）： ＧＰＳ互換信号を送信し、ＧＰＳとの組み合わせによって、利用可能エリアの拡大や利用可能時間を増加させること。
＊補強（測位補強）： 基準点で受信したＧＰＳ信号の誤差情報やＧＰＳ信号の使用可否情報等を送信して、測位の精度の高精度化や高信頼化を図ること。

システムの成果

第１段階（技術実証・利用実証）

国の技術開発

官民の協力により
追加２機の準天頂
衛星を打上げ

第２段階（システム実証）

Ｈ２１ 初号機打上げ（目標）
Ｈ２２～ 実証結果の評価

国土交通省経済産業省

民間
（（財）衛星測位利用
推進センター （注））

関係機関による連携・適切な分担

準天頂衛星システム開発・利用推進協議会
（関係省庁、関係研究開発機関、民間代表）

研究開発４省による技術実証

システムの整備・運用 ＪＡＸＡ

文部科学省

準天頂高精度測位実験技術

総務省

高精度衛星測位技術

国土交通省
高精度測位の補正技術

移動体に対する高精度測位技術

経済産業省
衛星の軽量化・長寿命化技術

利用省庁

第２段階

利用実証
への参加

「準天頂衛星システム計画の推進に係る基本方針」(平成18年3月31日測位・地理情報システム等推進会議)

第１段階 文部科学省取りまとめ

国は、技術実証・利用実証の結果を評価した上で、民間と協力してシステム実証段階（追加２機）に移行

民間は、事業化判断を行い、事業内容、事業規模等に相応な資金を負担することで計画に参加

総務省文部科学省

測位・地理情報システム等推進会議 （平成１７年9月内閣に設置）

（注）平成19年2月5日関係4省共管にて設立

平成１９年３月２２日
文 部 科 学 省
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準天頂衛星システムにおける研究開発４省の予算概要

（内訳）

３３０億２９５億３５億共通経費

４２０億８５億３３５億研究開発

７５０億３８０億３７０億

合 計

（見込み）
平成２０年度以降
（見込み）

平成１９年度まで

平成１５年度
予算

平成１６年度
予算

平成１７年度
予算

平成１８年度
予算

平成１９年度
予算案

合計

文部科学省 27.0 33.0 33.0 23.5 33.0 149.5

総　務　省 15.0 25.4 23.9 15.7 13.5 93.5

経済産業省 18.9 21.0 23.6 21.8 18.7 104.0

国土交通省 4.0 5.4 5.9 5.8 5.3 26.4

合　　計 64.9 84.8 86.4 66.8 70.4 373.3

○上記金額は関連予算を含む。

○今後の見込み（関連経費を含む。）

（単位：億円）



最近の主な取組状況

平成１８年 ３月 ： 測位・地理情報システム等推進会議において、準天頂衛星システム計画の
推進に係る基本方針策定。

平成１８年 ８月 ： 宇宙開発委員会において準天頂衛星システムの開発移行に係る方針・体制
等を審査・了承。

平成１８年１１月 ： 宇宙開発委員会において準天頂衛星システムの具体的な開発計画を審査・
了承。

平成１９年 １月 ： 衛星システムの予備設計を完了し、基本設計に着手。

： 「準天頂衛星システムユーザインタフェース仕様書（案） 」 （JAXA）を策定・
公表し、ユーザの意見、提案を招請。

平成１９年 ２月 ： （財）衛星測位利用推進センターを設立（研究開発４省共管）。

平成１９年 ４月 ： ユーザミーティングを開催し（JAXA主催）、「準天頂衛星システムユーザイン
タフェース仕様書（案）」について意見・情報交換を実施予定。
： （財）衛星測位利用推進センター主催による衛星測位と地理空間情報フォー
ラムを開催予定。

平成１９年度 ： 衛星システムの詳細設計を実施。



衛星システム概要

総務省は(独)情報通信研究機構（NICT)に
おいて、時刻管理系の衛星搭載機器及び
地上設備の研究開発を行っている。

経済産業省のﾊﾞｽ技術研究開発を活用。

その他

H-IIAロケット打上げﾛｹｯﾄ

準天頂軌道

（軌道傾斜角：約45度、離心率：約0.1、周期：23時
間56分、軌道長半径：約42000km）

軌道

10年（ﾊﾞｯﾃﾘ、太陽電池、推薬：12年）寿命

測位信号：GPS互換信号＋独自信号
時刻比較：Ku帯

測位用信号等

三軸安定

測位アンテナを地心方向指向

姿勢

約5kw発生電力

約4トン（ﾄﾞﾗｲ質量約1.8トン）質量

箱型（左図）外観形状

諸 元項目

【参考】



現在の主な開発状況

測位信号ｱﾝﾃﾅ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙ振動試験（H19.1)
【文部科学省】

測位信号ｱﾝﾃﾅｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙ

電気性能試験 （H18.10）
【文部科学省】

衛星ｼｽﾃﾑ予備設計の完了

（H19.01)

時刻比較装置ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙ

開発試験（H18.3）【総務省】
時刻制御局用ｱﾝﾃﾅ
（NICT小金井）
【総務省】

測位補強情報
作成システムの開発
【国土交通省】

セントラルシリンダ開発モデル（H18.3）
【経済産業省】

【参考】


